
彩の国さいたま人づくり広域連合 政策情報誌

彩の国さいたま人づくり広域連合は、
地方が主役となる分権時代の「人づくり」を目指して、埼玉県と県内全市町村が設立した
地方自治法に基づく「広域連合」（特別地方公共団体）です。
「人材開発事業」「人材交流事業」「人材確保事業」を３本柱として事業を展開しています。
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Beyondコロナと自治体行政の「新しい日常」 東京都立大学法学部教授 大杉　覚

DXと地方自治体
（日本国内の動きのこれまでとこれから）

早稲田大学政治経済学術院教授 稲継　裕昭	

テレワークで地方創生
（ワーケーションから始める生き方改革に向けて）

一般社団法人日本テレワーク協会
事務局長 村田　瑞枝

コロナ後の働き方・住まい方と居住地選択行動
～新たなまちづくりの方向性～

株式会社価値総合研究所研究員 北川　哲

カーボンニュートラルとゼロカーボンシティ 国際大学国際経営学研究科教授 橘川　武郎

EBPMの推進はまずロジックモデルの構築から始めよう 高崎経済大学地域政策学部・
大学院地域政策研究科教授 佐藤　徹

特別寄稿

政策形成のトレンド紹介
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